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開田中学校 桐生和樹 

１はじめに 

 2014年９月 27日午前 11時 52分、御嶽山が突然噴

火した。この噴火では 58 名の死亡者と５名の行方不

明者を出す戦後最悪の火山災害となってしまった。全

国ニュースでも連日放送され、世間の人々に火山の恐

ろしさを伝えるきっかけとなった。それに伴って世の

中の火山への関心が高まってきたように思う。私は噴

火の翌日、開田高原に火山灰の調査に同行していたが、

今でも忘れられないくらい重々しい雰囲気であった。 

 現在、私は木曽町の開田中学校に勤務しており、開

田中学校に赴任したことをきっかけに御嶽山火山マイ

スターの認定を受け、火山防災や火山についての知識

の普及活動を行っている。火山はひとたび噴火すれば、

人類に災害として大きな影響を与えるが、普段は多く

の恵みを与えてくれる。開田高原でもきれいな景色、

スキー場、温泉など様々な恩恵が御嶽山からもたらさ

れており、開田高原自体も御嶽山の火山活動によって

作られている。 

開田高原の基盤となっているのは、約５万年前、

御嶽山が山体崩壊したことにより発生した、木曽川泥

流堆積物である。今回は山体崩壊の堆積物である木曽

川泥流堆積物の分かりやすい露頭を発見したので、紹

介したい。 

２山体崩壊について 

 山体崩壊は、字のごとく火山体の大部分または一部

が崩れる現象である。最近の観測された例としてはア

メリカのセントへレンズ山が有名である(写真１)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セントへレンズ山の場合は新たなマグマの貫入がき

っかけとなり山体崩壊を起こしたが、山体崩壊の原因

はさまざまで、噴火や地震によっても起こることがあ

る。日本では 1888 年に磐梯山(福島県)、1792 年に雲

仙火山の眉山(長崎県)でも起こっている。特に眉山の

山体崩壊は、日本の火山災害史上最も被害者が出た災

害で、崩れた岩塊が有明海に崩れ落ち津波を発生させ、

熊本県の住人も含め約15000人の方が犠牲となった。

この災害は「島原大変肥後迷惑」という言葉でも知ら

れている。   

山体崩壊で崩れた山はスプーンでえぐられたような

形になり(写真１)、崩れた山の土砂は麓に流れ下り、

流れ山という小高い丘をつくる(図１)。 

 

佐久市の塚原付近に小高い丘がたくさんあるが、こ

れも過去に黒斑火山が山体崩壊を起こしたときの名残

である。この山体崩壊は他にも、妙高火山、黒姫火山、

飯縄火山、八ヶ岳火山などでも起こっており、火山と

してはよく起こる災害である。 

３山体崩壊の堆積物の特徴 

 山体崩壊の堆積物は「岩屑なだれ堆積物」と呼ばれ

る。岩屑なだれとは、山体崩壊によって崩れ落ちた土

砂とガス(水蒸気や空気)が流動する現象のことである。

大規模な山体崩壊では、10７ｍ３を超える大量の土砂

などが、きわめて短時間に(時速数 10～100 ㎞以上)遠

距離まで到達する。 

http://ameblo.jp/lythrumsalicaria/entry-11298825118.html 

https://www.hazardlab.jp/think/news/detail/1/2/1294.html 
写真１：セントへレンズ山の山体崩壊前後 

崩壊前 

崩壊後 

図１：磐梯山の流れ山地形(国土地理院地図) 



 岩屑なだれ堆積物の特徴として、以下の２つが挙げ

られる 

①ジグソークラックが見られる 

②パッチワーク構造が見られる(図２)。 

４木曽川泥流堆積物について 

 木曽川泥流堆積物は、約５万年に御嶽山が山体崩壊

したときにできた堆積物である。この木曽川泥流堆積

物が当時の谷を埋め立てたことにより、今の開田高原

ができたのである(図３)。木曽川泥流堆積物は開田高

原の末川地域に広く堆積しているのが地質図(図４)か

らよくわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし、開田高原に木曽川泥流堆積物を観察できる

模式的な露頭があまりない。そこで、岩屑なだれの堆

積物として、模式的な露頭を新たに見つけたので報告

する。 

５木曽川泥流堆積物の露頭の紹介 

 木曽川泥流の模式的な露頭を開田中学校の近くの沢

で発見した(図５)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この露頭では、地層中に２つのブロックを含んでお

り、典型的なパッチワーク構造の様相を呈している。

(写真２)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２：岩屑なだれの堆積物の特徴 

http://ooisivolcano.my.coocan.jp/volcano/products.htm 

図３：開田高原をつくった山体崩壊(イメージ) 

 (セントへレンズ山の山体崩壊の図に加筆) 

https://gbank.gsj.jp/volcano/Act_Vol/iwate/v01/iwt_db/eruption/debris_av/debris_av_t1.html 

 

御嶽山 

開田中学校 木曽川泥流堆積物 

図４：開田中学校周辺の地質(長野県デジタル地質図より) 

開田中学校 
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図５：新たに見つけた木曽川泥流堆積物の露頭 

写真２：全体の写真 

写真３：左側のブロックの拡大写真 

開田高原 



左側のブロックはテフラと砂礫層の互層、右側のブ

ロックは火砕流堆積物のような岩相である。また、左

側のブロックは成層構造がしっかりと残っており、周

りの基質部との違いが明白である(写真３)。さらに左

側のブロックの層理は傾いている。この露頭全体が斜

面に堆積した地層ではなく、また隆起などによる影響

を受けていない地層なので、このブロックが傾いてい

ることは二次堆積した地層の特徴(同時に堆積したも

のならば、周りの地層と同じ傾きになる)を示してい

る。 

 このように、地層中に性質の２つの異なる堆積物が

ブロックとして含まれるパッチワーク構造を示すこと

は、通常の堆積物では考えにくい。また、左側のブロ

ックが二次堆積した特徴を示している。以上のことか

ら、この露頭の堆積物は岩屑なだれ堆積物と考えるの

が妥当である。 

 私はいくつかの岩屑なだれの堆積物を見てきたが、

この露頭はその中でも、岩屑なだれ堆積物の特徴がよ

くわかる露頭である。 

６木曽川泥流堆積物の教育的意義 

 今回、木曽川泥流堆積物の新たな露頭について紹介

したが、この露頭が開田中学校のすぐ近くにあったこ

とに大きな意味がある。 

 理科室の掃除をしていた時に、開田中学校建設時の

ボーリングデータを発見した。そのボーリングデータ

を見ると、開田中学校を支えている硬い地盤は、凝灰

角礫岩層と記載されていた。まさにこれは、私が観察

した木曽川泥流堆積物に間違いない。 

つまり、開田中学校は木曽川泥流堆積物がなければ

現在の場所に建築されることはなかったということだ。

また、約５万年前の御嶽山の崩壊がなかったら、開田

高原自体も存在しなかったことになる。御嶽山が山体

崩壊を起こしたからこそ、開田高原に住むことができ

ているのであり、これは御嶽山の恩恵そのものと言え

るだろう。 

 この木曽川泥流堆積物は、地域教材として中学校三

年生の「自然の恵みと災害」で「開田高原のでき方と

御嶽山」というテーマで活用できるので、地域にある

御嶽山を学ぶ貴重な機会として今後の授業で活用して

いきたい。 

 また、中学校の授業だけでなく、御嶽山火山マイス

ターとしてこの木曽川泥流の話を通じて、地域の方々

にも、火山は恐怖の対象だけでなく、我々が生活する

うえで欠かせない存在であることを伝えていきたい。

そして、多くの人が火山を身近に感じるようになって

もらいたい。 

 最後になるが、現在勤務している開田中学校からは、

御嶽山の雄大な姿を望むことができる(写真４)。普段

生徒たちは、御嶽山がきれいに見えることを当たり前

のように感じているが、理科教員としては時折、御嶽

山について新しい発見ができるので、楽しい毎日であ

る。このきれいな景色も火山の恩恵の 1つであろう。 
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写真４：御嶽山と開田中学校 


